
（６）入院中に使用された薬について（1993 年 1 月～2010 年 3 月末までの集計データ） 
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（７）骨髄採取、麻酔に伴う合併症について 
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●骨髄提供後にみられた合併症（PDF） 

※骨髄採取中に採取針が折れた事例がありました。皮膚を切開して取り出した例もあります。 

（炎症などを抑える） 

（痛み止め） 

（貧血防止） 

（熱を下げる） 

※麻酔中の収縮気圧が 80mmHg 以下になりました。いずれも一過性のものです。 

※ほとんどが導尿カテーテル挿入の刺激によるものです。大半は肉眼では分から 

ない程度のもので、いずれも改善されています。 

※いずれも一過性のもので、改善しています。 

※全身麻酔のための気管チューブを入れる、または抜く時に起こっています。 

さし歯のある方は予めお申し出ください。 
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（％）

http://www.jmdp.or.jp/documents/file/02_donation/f-b-05.pdf

